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  ・混和材の使用による二酸化炭素排出削減効果の定量化 
  ・塩化物イオン浸透，中性化，凍結融解に対する抵抗性の検証と評価方法の確立 
  ・中性化の進行が塩化物イオン浸透や凍結融解との複合劣化に与える影響の解明 
  ・塩化物イオン浸透抵抗性を迅速かつ簡便に評価できる試験方法の確立 




第1章 序論： 研究の背景および目的，対象範囲ならびに本論文の構成を示した． 
 













































































第9章 結論： 本論文で得られた知見および成果をとりまとめた． 
 
 本論文では，混和材の使用による二酸化炭素排出削減効果を定量的に把握した上で，混和材を大量に用いたコンクリートの
塩化物イオン浸透や中性化，凍結融解に対する抵抗性を曝露試験や室内試験によって検証し，得られた知見にもとづいて混和
材を大量に用いたコンクリートの耐久設計の考え方を提案した．本論文で提示した耐久性に関する種々の知見と耐久設計の考
え方を活用することによって，混和材を大量に用いたコンクリートの実用化を進め，社会資本整備に伴う二酸化炭素排出量の
削減に加えて，コンクリートの高耐久化と構造物の長寿命化を同時に実現できると考えられる． 
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